
テクニカルノート（TSKgel®） No. 6 

糖化された抗体の分析はこれで決まり！ 
TSKgel Boronate-5PW で糖化（Glycation）抗体を分析 

 

細胞培養で生産された抗体では、培養液中の単糖（グルコースなど）が、抗体のセリン残基やスレオニン残基に結合

するグリコシル化（Glycosylation）やリジン残基などにシッフ塩基反応により結合する糖化(Glycation)が起こることが知

られています。これらの単糖の付加は、抗体の Fc部分のオリゴ糖鎖（グリカン構造）とは異なる性質のもので、抗体の薬

効、生理活性等には直接関係はありません。しかしながら、糖付加などの翻訳後修飾を受けることで抗体の構造に不

均一性を生じるため、抗体医薬品においては目的物質由来の不純物として分離し、その特性を詳細に解析する必要

があります 1, 2)。 

たんぱく質の糖化を分析する方法として、ジオールを持つ糖とホウ酸との結合を利用したアフィニティークロマトグラフ

ィーがあります。ホウ酸化合物をリガンドとするアフィニティーカラム TSKgel Boronate-5PW を用いた糖化抗体の分析

が、バイオシミラー抗体も含め最近報告されています 3)（裏面の文献リストもご参照ください）。 
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●糖化されたモノクローナル抗体の TSKgel Boronate-5PWによるアフィニティークロマトグラフィー* 
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（糖化抗体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   カラム ； TSKgel Boronate-5PW (7.5 mm I.D. x 7.5 cm) 

   溶離液； 溶離液 A: 50 mmol/L EPPS, 10 mmol/L Tris, 200 mmol/L NaCl, 0.05 % NaN3 (pH 8.7) 

            溶離液 B: 溶離液 A + 500 mmol/L ソルビトール、 グラジエント：溶離液 B：0 % (0 - 20分)、0→100 % (20 - 25分) 

   流速  ； 1.0 mL/min       

温度  ； 40 ℃      

検出  ； UV (280 nm)      

試料  ； ヒトモノクローナル抗体 

* B. Zhang et al., Anal. Chem. 80 (2008) 2379-2390 （ACS Publications よりデータの使用許諾済） 

 

糖化抗体は、TSKgel Boronate-5PW に吸着されますが、非糖化抗体はカラムに吸着されずに（Flow-Through）に

溶出されます。このモノクローナル抗体では、58 %の抗体が糖化されていると報告されました。 

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000371617.pdf


品番 品名
粒子径

(mm)
カラムサイズ 備考

0023513 TSKgel FcR-IIIA-NPR 5  4.6 mm I.D. x   7.5 cm 抗体のFc糖鎖構造による分離

0018014 ラインフィルタキット（ PEEK®） - - TSKgel FcR-IIIA-NPR用（ガードカラムの代用）

0018021 ラインフィルタエレメント（PEEK） - - ラインフィルタキット（ PEEK）補充用メンブラン

0013066 TSKgel Boronate-5PW 10 7.5 mm I.D. x  7.5 cm 糖化抗体の分離

0014449 TSKgel Boronate-5PW Glass 10  5.0 mm I.D. x  5 cm 糖化抗体の分離

0013125 TSKguardgel Boronate-5PW -  6.0 mm I.D. x   1 cm ガードホルダ、予備フィルタ10枚、ジョイント

0014451 TSKguardgel Boronate-5PW Glass -  8.0 mm I.D. x  1 cm ガードホルダ、予備フィルタ10枚、ジョイント
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● TSKgel Boronate-5PWを用いた糖化抗体の分析例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●TSKgel Boronate-5PWを用いたアフィニティークロマトグラフィーの注意点 

溶離液； 塩基性のバッファーを用います。pH 8前後のバッファーでは HEPESバッファーが適しています 

ただしトリスなど塩基性バッファーや、アンモニウム系の塩を単一溶離液として使用しないでください 

初期平衡化時間は十分に長く（10 CV以上）とってください 

糖化抗体の吸着が弱い場合には、溶離液に 20-50 mmol/L MgCl2を添加してください 

    温度 ；  分離には温度依存性がありますので、カラムオーブンを用い一定温度で分析してください 

 

●その他；抗体の Fc部分の糖鎖構造に依存した分離 

抗体の糖鎖構造に依存した分離が可能な新規なカラムとして、TSKgel FcR-IIIA-NPR®があります 

このカラムは抗体の糖鎖構造を認識しており、ADCC活性および CDC活性に相関のある抗体の分離が可能です 

 

● TSKgel FcR-IIIA-NPRおよび TSKgel Boronate-5PW製品のカラム一覧表 

 

 

※ “TSKgel”、“NPR”は日本等における東ソー株式会社の登録商標です 

※ 掲載のデータ等はその数値を保証するものではありません。お客様の使用環境・条件・判断基準に合わせてご確認ください 


